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１ 

は
じ
め
に
：
域
内
経
済
循
環
お
よ
び
域
際
収
支
と
い
う
視
点

今
村
奈
良
臣
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
が
提
唱
し
た
「
六
次
産
業
化
」
は
、
い
ま
や
農
林
水
産
省
の
看
板
政
策
と
な
り
、
第
二
次
安
倍
政

論　
　
　

説



二

権
の
「
地
方
創
生
」
政
策
に
お
い
て
も
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
と
な
っ
て
、総
論
と
し
て
は
誰
も
反
対
し
な
い
印
籠
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

農
水
省
の
定
義
と
し
て
は
「
農
林
漁
業
生
産
と
加
工
・
販
売
の
一
体
化
や
、地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
産
業
の
創
出
を
促
進
す
る
」
と
、

内
実
が
曖
昧
な
用
語
に
な
っ
て
い
る
。
多
義
的
な
意
味
を
帯
び
、
非
常
に
多
様
な
取
り
組
み
を
包
括
す
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内

実
を
批
判
的
に
検
討
し
な
い
限
り
、
現
場
で
真
に
有
効
な
施
策
と
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
、「
内
発
的
発
展
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
っ
た

一
九
八
〇
年
代
以
前
か
ら
継
続
し
た
取
り
組
み
を
し
て
成
功
し
た
事
例

─
宮
崎
県
綾
町
の
「
一
戸
一
品
運
動
」
や
高
知
県
馬
路
村
の
ゆ

ず
関
連
加
工
品
、
北
海
道
下
川
町
の
ク
ラ
ス
タ
ー
産
業
化
等
が
代
表
例

─
を
検
討
す
る
と
、
む
し
ろ
域
内
循
環
の
促
進
こ
そ
が
自
治
体

の
六
次
産
業
化
政
策
を
成
功
に
導
く
鍵
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
（
中
澤
二
〇
一
七
ｂ
）。
例
え
ば
宮
崎
県
綾
町
の
産
業
連
関
表

を
分
析
す
る
と
、一
般
的
な
市
町
村
に
比
べ
て
町
内
最
終
需
要
の
創
出
力
が
き
わ
め
て
高
い
。
こ
れ
は
、郷
田
實
町
長
時
代
か
ら
続
く
「
一

戸
一
品
運
動
」
に
よ
り
町
内
個
人
レ
ベ
ル
で
生
産
さ
れ
る
品
数
が
多
く
、か
つ
そ
れ
ら
が
町
立
の
直
販
施
設
「
ほ
ん
も
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

等
で
町
内
に
再
販
売
さ
れ
て
い
る
経
済
構
造
に
由
来
す
る
と
推
測
さ
れ
る
（
入
谷
二
〇
一
二
）。
加
え
て
域
際
収
支
と
し
て
も
健
闘
し
て
い

る
。
二
〇
〇
五
年
と
若
干
古
い
デ
ー
タ
で
は
あ
る
が
、
綾
町
産
業
連
関
表（

（
（

に
基
づ
き
産
業
ご
と
の
移
輸
出
額
・
移
輸
入
額
を
計
算
し
て
み

る
と
、人
口
八
〇
〇
〇
人
弱
の
小
さ
な
町
な
の
に
、域
際
収
支
額
（
移
輸
出
額
マ
イ
ナ
ス
移
輸
入
額
で
あ
り
、い
わ
ば
町
の
貿
易
赤
字
額
と
い
え
る
）

は
最
低
限
（
年
間
マ
イ
ナ
ス
一
・
三
億
円
）
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
図
1
）。
こ
れ
は
後
述
す
る
奥
州
市
に
お
け
る
当
該
数
字

の
一
／
三
〇
〇
程
度
で
あ
る
。
図
1
を
詳
し
く
見
る
と
特
に
飲
料
で
稼
い
で
お
り
、
町
内
に
あ
る
日
本
酒
蔵
元
の
貢
献
が
大
き
い
と
は
思

わ
れ
る
が
、
食
料
品
・
飲
料
産
業
も
農
業
も
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
系
産
業
の
赤
字
を
、
農
村
と
し
て
稼
げ
る
部
分
で
埋
め
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

域
内
循
環
の
発
想
に
経
済
学
的
基
礎
づ
け
を
与
え
た
成
果
と
し
て
参
考
に
な
る
の
は
、
島
根
県
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
統
括
監



三

家
計
調
査
か
ら
展
望
す
る
域
内
経
済
循
環
（
中
澤
）

だ
っ
た
藤
山
浩
氏
が
提
唱
し
て
き
た
「
田
園
回
帰
一
％
戦
略
」
で

あ
る
（
藤
山
二
〇
一
五；

二
〇
一
八
）。
中
山
間
地
で
漏
出
し
て
い

る
貨
幣
を
何
割
か
取
り
戻
す
だ
け
で
地
域
内
雇
用
が
創
出
で
き
る

こ
と
を
家
計
調
査
デ
ー
タ
や
、
そ
れ
に
基
づ
く
経
済
モ
デ
ル
の
開

発
を
通
じ
て
説
得
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。ま
た
、同
セ
ン
タ
ー

も
参
考
に
し
て
い
る
英
国N

ew
 Econom

ic Foundation

は

“Plugging the Leaks

”と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
出
し（
（
（

、
地
域

か
ら
の
貨
幣
漏
出
の
穴
を
塞
ぐ
こ
と
の
意
義
を
直
観
的
に
分
か
り

や
す
く
示
し
て
い
る
。
比
較
的
目
に
つ
き
や
す
い
本
と
し
て
は
、

岩
波
新
書
で
枝
廣
淳
子
（
二
〇
一
八
）
が
こ
れ
ら
の
成
果
に
沿
っ

た
主
張
を
展
開
し
て
い
る
。

貨
幣
漏
出
の
穴
が
空
い
て
い
る
構
造
は
、
本
稿
が
対
象
と
す
る

岩
手
県
域
で
も
同
様
で
あ
る
。
図
2
に
示
し
た
岩
手
県
南
経
済
構

造
図
は
、
岩
手
県
が
発
表
し
て
い
る
統
計
デ
ー
タ
か
ら
作
成
で
き

る
も
の
だ
が
、
花
巻
か
ら
一
関
ま
で
の
岩
手
県
南
と
い
う
範
域
を

単
位
と
し
た
と
き
、
そ
れ
以
外
の
地
域
か
ら
の
貨
幣
、
い
わ
ゆ
る

「
外
貨
」
を
年
間
一
・
六
兆
円
稼
い
で
い
る
（
こ
れ
は
、
奥
州
街
道
沿
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図１　宮崎県綾町の産業別移輸入・移輸出額
（単位：千円）

出所：宮崎市作成産業連関表より筆者作成。



四四

い
に
立
地
し
て
い
る
ト
ヨ
タ
等
の
自
動
車
産
業
・
電
気
電
子
産
業
工
場
に
よ
る
貢
献
が
大

き
い
）
も
の
の
、
差
し
引
き
で
三
二
〇
億
円
ほ
ど
の
額
が
毎
年
地
域
外
に
漏
出
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
以
下
２
節
以
降
で
報
告
す
る
家
計
調
査
に
あ
た
り
奥
州
市
と
協
働
す

る
体
制
が
と
れ
た
た
め
、
同
市
の
地
域
創
生
政
策
企
画
に
寄
与
す
る
研
究
と
い
う

条
件
つ
き
で
環
境
省
作
成
の
奥
州
地
域
産
業
連
関
表
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き

た
（
（
（

。
こ
の
産
業
連
関
表
に
基
づ
き
輸
入
額
と
輸
出
額
を
産
業
ご
と
に
並
べ
て
グ
ラ

フ
化
し
た
も
の
が
図
3
で
あ
る
が
、
奥
州
市
と
い
う
単
位
で
も
同
じ
こ
と
が
起
き

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
確
か
に
建
設
業
や
機
械
工
業
で
稼
い
で
い
る
が
、
基

幹
産
業
の
は
ず
の
農
業
も
域
際
収
支
と
し
て
は
赤
字
で
あ
り
、
食
料
品
に
至
っ
て

は
年
二
〇
〇
億
円
以
上
の
「
貿
易
赤
字
」（
域
際
収
支
赤
字
）
を
出
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
。
情
報
通
信
、
不
動
産
、
金
融
・
保
険
、
小
売
・
卸
売
等
で
も
赤

字
が
出
て
い
る
。
ト
ー
タ
ル
す
る
と
、
奥
州
市
と
い
う
単
位
で
年
間
四
〇
二
億
円

の
域
際
収
支
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
い
く
つ
か
の
有
力
企
業
の
工
場
（
デ
サ
ン
ト
、

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
東
北
等
）を
抱
え
外
貨
を
稼
い
で
い
る
奥
州
市
に
お
い
て
も「
バ

ケ
ツ
に
穴
が
空
い
て
」
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
の
詳
細
な
バ
ッ
ク
デ
ー
タ
を
と
る
た
め
に
は
、
第
一
歩
と

 19

大学生等への仕送り額 年金掛金支払

¥-32,532

年金給付

¥156,619

参考h17広域振興圏別人口 県央 489492
県南 529234
県北 132039
沿岸 234276
合計 1385041

【県南経済圏内】

【圏域外】

域外出荷（外貨獲得）

¥1,524,626
域外調達（漏出）

¥-1,315,370

域外市場産業GDP

製造業･鉱業

¥1,540,536

¥1,838,460
農林水産業

¥131,807

運輸

¥166,117

¥-27,486

賃金¥337,463
賃金¥494,102

産業間取引（金額省略）

¥280,004 消費 消費 ¥671,730
住民
所得¥1,077,765

年金財政

税 ¥224,281

公的支出

¥305,139

政府部門
(国・県・市町村）

支出・補助金等

対個人サービス 金融不動産

¥175,694 ¥382,515

公共サービス(教育医療等） 情報通信

¥383,808 ¥26,703

公務

¥120,045

域外出荷（外貨獲得） 域外調達（漏出）

¥122,877

商業 建設

¥206,026 ¥279,702

対事業所サービス エネルギー・廃棄物

¥157,936 ¥51,769

域内市場産業GDP ¥1,757,495

¥-363,112

大学生等への仕送り額 年金掛金支払

¥-32,532

年金給付

¥156,619

¥-27,486

産業間取引（金額省略）

公共サービス(教育医療等）

図2　岩手県南（花巻・北上・奥州・一関・遠野・西和賀・平泉・金ケ崎）の
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五

家
計
調
査
か
ら
展
望
す
る
域
内
経
済
循
環
（
中
澤
）

五

し
て
家
計
レ
ベ
ル
で
ど
の
よ
う
な
消
費
構
造
に
な
っ
て
い
る
か

把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
幸
い
二
〇
一
七
年
度
、
筆
者
は
中
央
大

学
特
別
研
究
費
を
得
た
の
で
、
同
研
究
費
お
よ
び
基
礎
研
究
費
に

よ
り
必
要
経
費
を
支
出
し
て
、
奥
州
市
に
お
い
て
家
計
調
査
を
実

施
し
、
前
記
の
よ
う
な
地
域
経
済
状
況
を
裏
付
け
る
数
字
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。
本
稿
は
、
こ
の
調
査
結
果
の
報
告
を
目
的
と
し

て
い
る
。

２ 

奥
州
市
と
六
次
産
業
化
の
課
題

本
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
奥
州
市
は
、
岩
手
県
の
内
陸
南

部
に
位
置
し
、
一
関
市
・
北
上
市
・
花
巻
市
・
平
泉
町
等
に
隣
接

す
る
。
市
内
に
東
北
新
幹
線
の
「
水
沢
江
刺
」
駅
が
あ
る
が
、
同

駅
は
在
来
線
と
接
続
し
て
い
な
い
。
一
方
、
昭
和
期
に
は
「
盛
岡

に
次
ぐ
県
南
中
枢
都
市
」
と
言
わ
れ
た
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
の
水
沢
駅

前
は
衰
退
が
著
し
く
、
県
内
で
も
地
価
下
落
率
が
突
出
し
た
典
型

的
な
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
で
あ
る
。
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図3　奥州市の産業別域際収支
（単位：百万円）

出所：環境省作成の 2013 年奥州市産業連関表をもとに筆者作成。



六

奥
州
市
の
総
面
積
は
、
九
九
三
・
三
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
広
大
で
あ
り
、
市
域
の
中
央
を
北
上
川
が
貫
く
。
そ
の
た
め
市
内
に
は

奥
州
藤
原
氏
ゆ
か
り
の
遺
跡
も
あ
る
が
、
平
泉
世
界
遺
産
の
登
録
リ
ス
ト
か
ら
は
漏
れ
て
い
る
。
水
沢
市
・
江
刺
市
・
前
沢
町
・
胆
沢
町
・

衣
川
村
の
五
市
町
村
が
合
併
し
平
成
一
八
年
に
誕
生
し
た
が
、
合
併
協
議
を
わ
ず
か
二
月
半
で
決
着
さ
せ
た
「
駆
け
込
み
合
併
市
」
で
あ

り
、
財
政
状
況
は
脆
弱
で
あ
る
。
奥
州
市
全
体
の
林
野
面
積
は
五
五
・
二
％
で
西
部
地
域
の
焼
石
連
峰
に
は
ブ
ナ
の
原
生
林
が
多
く
残 

さ
れ
、
一
方
、
北
上
川
東
側
に
は
、
北
上
山
地
に
つ
な
が
る
田
園
地
帯
が
広
が
り
、
東
端
部
に
は
、
宮
澤
賢
治
の
愛
し
た
種
山
高
原
と
阿
原 

山
高
原
が
連
な
っ
て
い
る
。
農
業
に
関
し
て
い
え
ば
市
人
口
の
三
分
の
一
が
農
家
人
口
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
、
胆
沢
扇
状
地
を
中
心
に
生
産

さ
れ
る
米
と
ピ
ー
マ
ン
は
県
内
一
位
、
き
ゅ
う
り
は
県
内
二
位
の
収
穫
量
を
誇
っ
て
い
る
。
典
型
的
平
場
農
業
地
帯
で
あ
る
か
ら
、
六
次

産
業
化
に
向
け
た
取
り
組
み
は
合
併
前
か
ら
、
と
り
わ
け
胆
沢
町
な
ど
で
始
ま
っ
て
い
た
。
休
耕
田
で
栽
培
し
た
肥
料
米
を
発
酵
さ
せ
た

（
株
）
フ
ァ
ー
メ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
（
酒
井
二
〇
一
六；

二
〇
一
七
）
は
、
胆
沢
町
役
場
や
Ｊ
Ａ
婦
人
部
な
ど
を
巻
き
込
ん
だ
取

り
組
み
が
結
実
し
た
も
の
で
あ
る
。
合
併
後
は
、
フ
ァ
ー
メ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
関
与
し
て
い
る
Ｉ
Ｔ
企
業
の
「
デ
ジ
ア
イ
ズ
」
と
蔵

元
の
「
岩
手
銘
醸
」「
前
沢
牛
オ
ガ
タ
」（
牧
場
）
の
異
業
種
三
社
が
連
携
し
、
日
本
酒
「
奥
州
光
一
代
」
の
生
産
も
開
始
さ
れ
た
。

行
政
レ
ベ
ル
と
し
て
も
、
農
業
を
基
幹
と
し
た
異
業
種
連
携
に
よ
る
地
域
一
体
的
な
産
業
振
興
が
必
要
と
考
え
た
市
当
局
が
平
成
二
五

年
度
に
「
奥
州
市
地
域
六
次
産
業
化
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
て
い
る
。
基
本
理
念
は
「『
食
の
黄
金
文
化
・
奥
州
』
の
実
現

に
よ
る
地
域
産
業
振
興
の
推
進
」
で
あ
り
、
魅
力
的
で
「
本
物
」
の
食
、
そ
れ
を
育
む
自
然
環
境
、
歴
史
、
人
な
ど
を
更
に
磨
き
を
か
け

な
が
ら
全
国
に
発
信
し
て
奥
州
市
の
知
名
度
を
高
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
平
成
二
八
年
度
に
策
定
さ
れ
た
『
奥
州
市
地
域
六
次
産

業
化
ビ
ジ
ョ
ン　

食
の
黄
金
文
化
奥
州
〜
う
米
！
き
れ
い
田
！
行
き
た
稲
！
〜
』（
（
（

で
は
、「
奥
州
市
に
と
っ
て
農
業
は
基
幹
産
業
で
あ
り
、

精
神
的
支
柱
と
し
て
の
地
域
の
基
盤
の
役
割
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
元
気
こ
そ
が
奥
州
市
の
活
力
あ
る
発
展
に
寄
与
す
る
」
と
宣
言
さ
れ
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て
い
る
。
六
次
産
業
化
の
定
義
と
し
て
は
「
市
の
基
幹
産
業
の
農
業
を
基
軸
に
異
業
種
産
業
と
連
携
し
、
農
林
畜
産
物
等
の
高
付
加
価
値

化
を
図
り
、
新
し
い
内
発
型
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
出
と
地
域
農
業
の
可
能
性
を
広
げ
、
地
域
ぐ
る
み
の
産
業
振
興
に
つ
な
が
る
も
の
」

と
し
、「
地
域
経
済
循
環
を
基
本
と
し
て
、
地
域
一
体
的
な
地
域
振
興
・
産
業
振
興
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
」
と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

市
と
し
て
も
地
域
経
済
循
環
を
重
視
す
る
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
こ
の
政
策
は
道
半
ば
と
い
う
の
が
市
民
実
感
で
も
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
政
策
と
し
て
も
焦
点
と
な
っ
て
い
る
地
域
経
済
循
環
が
ど
の
程
度
実
現
し
て
い
る
の
か
、
更
に
課
題
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
数
値

と
し
て
明
ら
か
に
で
き
る
家
計
調
査
の
意
義
は
大
き
い
と
筆
者
は
考
え
た
。
そ
こ
で
二
〇
一
六
年
度
に
「
ほ
く
と
う
総
研
」（
一
般
財
団
法

人
北
海
道
東
北
地
域
経
済
総
合
研
究
所
）
の
地
域
活
性
化
連
携
支
援
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
機
会
に
、
準
備
的
な
プ
レ
家
計
調
査
や
売

場
調
査
等
を
行
っ
た
（
中
澤
二
〇
一
七
ａ
）。
し
か
し
こ
の
プ
レ
家
計
調
査
は
僅
か
八
世
帯
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
家
計
捕
捉
率

が
推
計
二
割
程
度
に
と
ど
ま
り
、
調
査
実
施
上
の
反
省
点
も
多
か
っ
た（
（
（

。

説
得
的
か
つ
政
策
立
案
に
活
か
せ
る
数
字
を
得
る
た
め
に
は
、
本
格
的
な
サ
ン
プ
リ
ン
グ
調
査
が
不
可
欠
だ
。
幸
い
、
プ
レ
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
て
奥
州
市
当
局
（
政
策
企
画
課
お
よ
び
同
課
内
統
計
係
）
の
協
力
が
得
ら
れ
た
の
で
、二
〇
一
七
年
九
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
、

世
帯
員
数
を
キ
ー
に
層
化
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
た
九
〇
世
帯
を
対
象
に
（
最
終
的
に
回
答
し
た
の
は
七
八
世
帯
）、
以
下
の
要
領
で
、
市
当
局
と

共
同
で
奥
州
市
民
家
計
調
査
を
実
施
し
た
。

３ 

家
計
調
査
の
方
法
と
結
果

既
存
の
公
的
統
計
（「
家
計
消
費
状
況
調
査
」「
家
計
調
査
」「
全
国
消
費
実
態
調
査
」
な
ど
。
い
ず
れ
も
総
務
省
統
計
局
実
施
）
は
本
研
究
の
目
的
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に
と
っ
て
不
十
分
で
（
日
常
の
少
額
の
買
い
物
に
つ
い
て
「
ど
の
店
」
で
「
誰
が
製
造
し
た
も
の
を
」
購
入
し
た
か
が
分
か
る
既
存
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
は
、

現
実
的
に
入
手
で
き
な
い
）、
一
か
ら
調
査
を
企
画
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
全
国
消
費
実
態
調
査
は
調
査
設
計
の
面
で
は
大
変
参

考
に
な
る
の
で
、
基
本
的
な
発
想
は
同
調
査
に
依
拠
し
た
。
同
調
査
で
は
四
種
類
も
の
調
査
票
が
準
備
さ
れ
、「
数
多
い
統
計
調
査
の
な

か
で
も
特
に
負
担
が
多
く
、
市
民
に
嫌
わ
れ
る
」（
奥
州
市
統
計
担
当
者
談
）
調
査
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
二
〇
一
六
年
度
に

プ
レ
調
査
を
し
て
み
る
と
、
四
種
類
必
要
で
あ
る
理
由
は
理
解
で
き
た
。
主
た
る
家
計
担
当
者
（
実
態
と
し
て
多
く
の
家
計
で
は
家
政
を
担
当

し
家
計
簿
を
つ
け
て
い
る
三
〇
─
六
〇
代
の
女
性
。
今
回
の
調
査
家
計
で
も
九
割
九
分
が
こ
の
パ
タ
ー
ン
）
が
意
識
し
て
い
な
い
支
出
を
カ
バ
ー
し

な
い
と
、
調
査
か
ら
漏
れ
落
ち
て
し
ま
う
支
出
が
多
い
の
で
あ
る
（
プ
レ
調
査
の
実
態
捕
捉
率
が
推
定
二
割
に
と
ど
ま
っ
た
の
は
、
こ
れ
が
原
因

で
あ
る
）。
こ
こ
で
「
意
識
し
て
い
な
い
支
出
」
と
は　

①
主
た
る
家
計
担
当
者
以
外
の
世
帯
員
に
よ
る
支
出　

②
口
座
引
落
等
で
家
計

簿
上
意
識
さ
れ
に
く
い
固
定
費
（
イ
ン
フ
ラ
関
連
費
用
や
駐
車
場
代
な
ど
）　

③
数
年
か
ら
十
数
年
に
一
度
し
か
買
い
換
え
な
い
耐
久
消
費
財

（
家
具
や
自
動
車
な
ど
）
で
あ
る
。
①
〜
③
に
対
応
す
る
の
が
そ
れ
ぞ
れ
、
表
1
の
う
ち
ｄ
票
、
ａ
票
、
ｃ
票
で
あ
る
。

本
調
査
の
項
目
を
「
全
国
消
費
実
態
調
査
」
と
比
較
し
た
と
き
、
①
支
出
の
み
を
調
査
し
、
収
入
・
貯
蓄
に
つ
い
て
は
質
問
し
な
い
こ

と
、
②
全
て
の
支
出
に
つ
い
て
、
販
売
者
・
製
造
者
が
市
内
・
県
内
の
個
人
・
企
業
で
あ
る
か
特
定
す
る
た
め
、「
購
入
店
」「
製
造
者
・
サ
ー

ビ
ス
提
供
者
」
を
記
入
し
て
も
ら
う
こ
と
、
の
二
点
が
大
き
く
異
な
る
。
ま
た
、
回
答
者
の
利
便
を
は
か
る
た
め
、
ｂ
票
（
家
計
簿
票
）

に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
入
力
フ
ォ
ー
ム
を
用
意
し
た（
（
（

が
、
最
終
的
に
こ
れ
を
利
用
し
た
の
は
全
回
答
者
の
二
割
程
度
で
あ
っ
た
。

な
お
、
本
調
査
に
協
力
し
て
も
ら
う
家
計
の
抽
出
に
あ
た
っ
て
は
、
層
化
抽
出
法
に
分
類
さ
れ
る
方
法
論
を
用
い
た
。
市
内
約

四
万
五
〇
〇
〇
世
帯
を
、「
世
帯
員
数
お
よ
び
六
五
歳
以
上
世
帯
員
の
有
無
」
に
よ
っ
て
一
〇
分
類
し
、
さ
ら
に
市
内
に
三
〇
あ
る
地
区

振
興
会
（
ほ
ぼ
明
治
期
の
町
村
範
域
と
一
致
し
、
市
行
政
の
基
本
単
位
と
さ
れ
て
い
る
も
の
）
か
ら
人
口
比
を
勘
案
し
て
偏
り
の
な
い
よ
う
、
計
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画
す
る
こ
と
と
し
た
。
表
2
は
そ
の
設
計
方
法
と
、
実
際
の
調
査
協
力
者
の
数
字

を
簡
略
化
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
表
2
に
あ
る
五
つ
の
地
域
自
治
区
（
市

町
村
合
併
に
伴
い
時
限
措
置
と
し
て
置
か
れ
て
い
た
、
旧
町
村
に
対
応
す
る
五
区
）
は

二
〇
一
七
年
度
限
り
で
廃
止
と
な
っ
た
が
、
三
〇
地
区
振
興
会
よ
り
大
き
な
単
位

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
表
を
作
成
す
る
場
合
に
は
便
利
な
の
で
、
そ
の
ま
ま
表
示

し
て
い
る
。
実
際
の
調
査
対
象
者
募
集
は
、
①
奥
州
市
の
広
報
紙
を
通
じ
た
モ
ニ

タ
ー
募
集　

②
統
計
協
力
員
を
通
じ
た
協
力
要
請　

③
住
民
基
本
台
帳
か
ら
の
抽

出
に
基
づ
く
協
力
要
請　

の
三
種
類
を
組
み
合
わ
せ
て
行
い
、
市
民
の
自
発
的
な

協
力
意
志
を
重
視
し
た
が
、
主
と
し
て
奥
州
市
統
計
係
担
当
者
の
ご
尽
力
に
よ
り
、

抽
出
計
画
か
ら
大
き
な
乖
離
が
な
い
形
で
サ
ン
プ
リ
ン
グ
で
き
、
ま
た
回
収
し
た

実
回
答
を
見
て
も
偏
り
が
な
い
と
言
え
る
形
に
な
っ
た
。

本
調
査
で
は
、
縷
々
論
じ
て
き
た
よ
う
に
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
食
料
品
産
業

だ
と
い
う
見
込
み
に
基
づ
き
、
調
査
協
力
世
帯
に
対
し
て
、「
家
計
簿
票
」
で
個
別

購
入
品
目
の
生
産
者
と
購
入
店
舗
に
つ
い
て
記
入
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
そ
の

た
め
「
米
」「
生
鮮
野
菜
」「
菓
子
」「
肉
加
工
品
」
な
ど
の
細
品
目
ご
と
の
域
内
調

達
額
も
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
値
を
島
根
県
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

が
蓄
積
し
た
家
計
調
査
デ
ー
タ
（
中
国
地
方
知
事
会
中
山
間
地
域
振
興
部
会　

二
〇
一
六
）

表 1　家計調査に使用した調査票

a．世帯の基本的性格について尋ねる「世帯票」（6）。この情報に基づき対象世帯
を類型化する（ただし、本調査では総務省のものに比べ、相当簡略化する）。本
票において、口座引落等の固定費についても記入してもらう。
b．9 ─ 12 月の任意の 1 ヶ月の支出について記入してもらう「家計簿票」。後述の
ように、紙媒体と web のどちらかで記入してもらうこととした。ここで重要な
のは、購買した一つ一つの品目について、どの店で買ったか、製造者は誰かを逐
一記入してもらっているところである。回答者の手間を要請するが、これが本調
査の一番重要な部分である。
c．調査対象月以外で数ヶ月〜数年に 1 回発生するような高額消費を把握するた
めの「耐久財票」（7）。
d．記入者以外の世帯構成員の支出を把握するための「世帯員支出簿」。「消費実
態調査」では「家計簿 C」にあたる（8）。

出所：筆者作成。
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と
比
較
し
て
み
た
の
が
表
3
で
あ
る
。
ま
ず
は
市
内
生
産
物
購
入
額
が

占
め
る
割
合
だ
け
に
注
目
し
て
比
較
す
る
と
、
典
型
的
な
中
山
間
地
で

あ
る
鳥
取
県
鹿
野
町
と
比
較
し
て
、
市
内
生
産
物
購
入
割
合
が
高
い
の

は
、
パ
ン
・
め
ん
類
・
穀
類
・
生
鮮
野
菜
・
生
鮮
果
物
・
卵
・
お
菓
子

の
各
品
目
で
あ
っ
た
。
平
場
農
業
地
帯
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
ら
主
食
・

生
鮮
品
の
域
内
調
達
率
の
高
さ
は
当
然
で
あ
り
、
逆
に
注
目
し
た
い
の

は
、
付
加
価
値
の
高
い
加
工
製
品
（
六
次
産
業
化
製
品
と
言
え
る
も
の
）

で
域
内
調
達
率
が
高
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
お
菓
子
」
に
限
ら
れ
る
と
い

う
点
で
あ
る
。
と
り
わ
け
地
元
企
業
・
個
人
が
参
入
し
や
す
い
カ
テ
ゴ

リ
ー
で
あ
る
「
野
菜
加
工
品
」「
肉
加
工
品
」「
調
味
料
」「
総
菜
お
か
ず
・

弁
当
等
」
の
各
区
分
に
お
け
る
地
元
調
達
率
は
、
ス
ー
パ
ー
や
企
業
の

少
な
い
鳥
取
の
中
山
間
地
よ
り
も
低
い
の
だ
。
奥
州
市
に
お
け
る
「
六

次
産
業
化
」
政
策
の
方
向
性
を
示
唆
す
る
意
義
深
い
デ
ー
タ
で
あ
る
と

考
え
る
。

一
方
、
読
者
の
な
か
に
は
表
3
の
「
米
」
の
欄
に
疑
問
を
持
っ
た
方

が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
市
内
資
本
店
舗
購
入
額
は
六
・
一
％

な
の
に
、
市
内
調
達
額
が
六
一
％
と
な
っ
て
い
る
、
一
見
矛
盾
し
た
結

表2　対象世帯の抽出表
（単位：世帯）

世帯員1人 世帯員2人 世帯員3人 世帯員4人 世帯員5人以上
合計65以上

いない
65以上
いる

65以上
いない

65以上
いる

65以上
いない

65以上
いる

65以上
いない

65以上
いる

65以上
いない

65以上
いる

水沢区抽出計画 2 2 10 4 9 3 11 2 3 4 50
（実回答世帯） 1 2 9 3 8 1 11 2 2 4 43
江刺区抽出計画 3 0 2 3 2 6 1 1 1 4 23
（実回答世帯） 3 0 2 2 2 6 1 0 1 3 20
前沢区抽出計画 0 0 1 1 3 0 2 0 0 2 9
（実回答世帯） 0 0 1 1 3 0 2 0 0 2 9
胆沢区抽出計画 2 0 0 1 0 0 0 2 1 2 8
（実回答世帯） 2 0 0 0 0 0 0 2 1 1 6
衣川区抽出計画 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
（実回答世帯） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

抽出合計 7 2 13 9 14 9 14 5 5 12 90
実回答合計 6 2 12 6 13 7 14 4 4 10 78

出所：筆者作成。
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表3　細品目ごとの奥州市内調達率および鳥取県鹿野町との比較
（単位：円）

奥州市41726
世 帯 の 月 間
消費額
（粗推計）

市内資本店舗購入額
と消費総額に占める
割合

市内生産物の購入額
と消費総額に占める
割合

鳥取市鹿野
町1174世帯
（年間）

地元店舗購入額と消
費総額に占める割合

地元生産物購入額
と消費総額に占め
る割合

米 ¥106,659,145 ¥6,542,004 6.1% ¥65,472,004 61.4% ¥28,612,776 ¥19,305,233 67.5% ¥6,430,694 22.5%

パン ¥57,736,480 ¥17,722,155 30.7% ¥11,996,917 20.8% ¥29,783,754 ¥17,747,001 59.6% ¥1,987,192 6.7%

めん類 ¥20,196,454 ¥3,211,148 15.9% ¥1,141,223 5.7% ¥10,846,227 ¥6,034,478 55.8% ¥1,887,774 17.4%

粉物・穀類 ¥13,779,209 ¥1,714,653 12.4% ¥1,071,100 7.8% ¥6,978,916 ¥2,869,698 41.2% ¥227,187 3.3%

生鮮野菜 ¥159,331,801 ¥37,415,043 23.5% ¥42,223,543 26.5% ¥69,986,530 ¥40,270,398 57.5% ¥8,066,925 11.5%

野菜加工品 ¥70,756,597 ¥14,932,761 21.1% ¥6,194,811 8.8% ¥38,982,589 ¥24,764,311 78.5% ¥4,451,803 11.4%

生鮮果物 ¥86,411,336 ¥19,364,101 22.4% ¥16,388,911 19.0% ¥23,178,821 ¥13,766,412 59.4% ¥16,086 0.1%

生鮮肉 ¥127,012,339 ¥21,409,389 16.9% ¥13,175,878 10.4% ¥72,913,883 ¥48,094,380 66.0% ¥993,513 1.4%

肉加工品 ¥41,343,512 ¥6,875,933 16.6% ¥578,646 1.4% ¥15,911,807 ¥11,119,792 69.9% ¥2,944,589 18.5%

鮮魚 ¥80,423,655 ¥18,305,630 22.8% ¥13,763,928 17.1% ¥73,898,212 ¥35,720,372 48.3% ¥0 0.0%

魚加工品 ¥80,960,744 ¥20,105,211 24.8% ¥6,384,390 7.9% ¥18,503,788 ¥9,727,822 52.6% ¥1,701,971 9.2%

冷凍食品・イン
スタント食品 ¥95,479,252 ¥6,942,141 7.3% ¥745,716 0.8% ¥31,478,650 ¥14,479,214 46.0% ¥0 0.0%

牛乳・乳製品 ¥100,210,338 ¥10,914,649 10.9% ¥655,287 0.7% ¥35,379,926 ¥21,249,867 60.1% ¥0 0.0%

油・調味料 ¥84,451,284 ¥15,815,236 18.7% ¥2,966,694 3.5% ¥43,708,695 ¥25,893,832 59.2% ¥5,489,134 12.6%

卵 ¥23,487,993 ¥2,726,864 11.6% ¥2,730,719 11.6% ¥9,767,692 ¥5,547,897 56.8% ¥1,086,950 11.1%

お菓子 ¥193,848,832 ¥45,981,061 23.7% ¥34,683,699 17.9% ¥58,022,378 ¥32,065,920 55.3% ¥5,338,441 9.2%

総菜おかず・
弁当等 ¥150,971,087 ¥30,988,013 20.5% ¥25,004,179 16.6% ¥61,392,784 ¥30,841,656 50.2% ¥5,359,552 8.7%

コーヒー豆・
ココア粉・茶等 ¥25,652,396 ¥10,237,049 39.9% ¥9,069,206 35.4% ¥12,538,050 ¥4,048,562 32.3% ¥308,594 2.5%

非アルコール飲料 ¥102,817,144 ¥13,703,480 13.3% ¥0 0.0% ¥30,592,227 ¥12,956,245 42.4% ¥378 0.0%

アルコール飲料 ¥117,053,734 ¥2,997,654 2.6% ¥1,021,979 0.9% ¥61,976,131 ¥22,025,642 35.5% ¥22,000 0.0%

外食 ¥293,095,193 ¥77,384,059 26.4% - - ¥95,019,578 ¥28,320,162 29.8% ¥835,002 0.9%

燃料灯油 ¥389,300,905 ¥142,787,892 36.7% ¥0 0.0% ¥67,788,057 ¥55,652,781 82.3% ¥0 0.0%

出所：筆者作成。

註1：�奥州市の数字は、78世帯*1ヶ月分の調査データを踏まえ、10家計類型ごとの消費を積み上げ
て算出。

註2：�鳥取市鹿野町のデータは島根県中山間地研究センターによる。2015年度の調査。
註3：�太字で表示したものは、鳥取市鹿野町よりも地元調達割合が低く、六次産業化の意義が高い

と判断されるカテゴリー。



一
二

果
で
あ
る
。
じ
つ
は
本
調
査
で
は
、
現
物
交
換
も
記
入
し
て
も
ら
っ
た
た
め
、
こ
の
逆
転
現
象
が
起
き
て
い
る
。
平
場
農
業
地
帯
ら
し
く
、

親
戚
か
ら
米
五
〇
㎏
を
貰
っ
た
と
い
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
一
般
的
で
、
そ
れ
を
現
金
換
算
し
て
表
に
含
め
た
結
果
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
現
物
交
換
経
済
が
い
ま
だ
に
生
き
て
い
る
こ
と
は
、
今
後
の
展
望
を
考
え
る
う
え
で
大
き
な
支
え
と
な
る
。

と
も
あ
れ
、
奥
州
市
の
食
料
品
部
門
に
お
い
て
家
計
の
域
内
調
達
率
が
低
く
、
と
り
わ
け
菓
子
以
外
の
加
工
品
に
お
い
て
改
善
余
地
が

非
常
に
大
き
い
と
根
拠
を
伴
っ
て
示
せ
た
こ
と
は
、「
食
の
六
次
産
業
化
」
政
策
に
大
き
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
言
え
る
。
こ
こ
か
ら

更
に
進
ん
で
、
域
内
調
達
率
を
何
割
か
改
善
す
る
こ
と
で
ど
の
程
度
の
経
済
波
及
効
果
や
雇
用
創
出
効
果
が
見
込
め
る
か
、
示
す
と
説
得

力
が
高
ま
る
。
そ
こ
で
、
奥
州
市
産
業
連
関
表
に
基
づ
き
及
び
各
種
係
数
表
を
作
成
し
た
上
で
、
経
済
波
及
効
果
を
推
定
す
る
こ
と
に
し

た
。
岩
手
県
は
「
平
成
二
一
年
経
済
波
及
効
果
簡
易
分
析
ツ
ー
ル
」
と
い
うExcel

フ
ァ
イ
ル
を
産
業
連
関
表
デ
ー
タ
と
同
時
に
提
供
し

て
い
る（
（1
（

。
こ
のExcel

に
入
力
さ
れ
て
い
る
岩
手
県
の
各
種
係
数
（
粗
付
加
価
値
率
、
雇
用
者
所
得
率
、
自
給
率
、
民
間
消
費
支
出
構
成
比
、
就

業
係
数
、
雇
用
係
数
）
を
奥
州
市
の
デ
ー
タ
に
す
べ
て
入
れ
替
え
れ
ば
、
家
計
消
費
の
奥
州
市
経
済
へ
の
波
及
効
果
は
算
出
で
き
る
。
そ
の

結
果
を
表
4
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

表
４
Ａ
は
単
純
集
計
結
果
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
分
か
る
の
は
、
七
八
世
帯
の
一
ヶ
月
の
支
出
総
額
四
〇
〇
万
円
程
度
の
う
ち
、
市
内
資

本
店
で
買
っ
た
の
は
七
〇
万
円
で
、
率
と
し
て
は
一
七
％
弱
に
過
ぎ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
更
に
市
内
産
品
購
入
額
は
三
七
万
円
、
総
額
に

対
し
て
一
〇
％
に
過
ぎ
な
い
。
燃
料
は
、
ほ
と
ん
ど
が
石
油
を
買
っ
て
い
て
、
市
内
資
本
店
で
買
っ
た
率
は
三
割
だ
が
、
薪
等
の
利
用
が

あ
が
っ
て
こ
な
か
っ
た
以
上
、
市
内
産
品
の
購
入
は
ゼ
ロ
と
な
る
。
そ
の
他
、
消
耗
品
の
市
内
産
品
の
購
入
率
は
五
・
七
％
、
耐
久
財
は

一
一
・
六
％
、
医
療
等
で
一
四
・
四
％
、
固
定
費
で
一
〇
％
だ
っ
た
。

表
４
Ａ
を
元
に
加
工
し
た
表
４
Ｂ
お
よ
び
表
４
Ｃ
か
ら
は
、
政
策
立
案
上
参
考
と
な
る
多
く
の
示
唆
が
得
ら
れ
る
。
今
回
の
七
八
世
帯



一
三

家
計
調
査
か
ら
展
望
す
る
域
内
経
済
循
環
（
中
澤
）

分
の
デ
ー
タ
を
四
万
五
〇
〇
〇
世
帯
分
へ
と
増
幅
し
た
推
計
額
が
表
４
Ｂ
で
あ
る
（
単
純
に
表
４
Ａ
を
何
百
倍
か
し
た
訳
で
は
な
く
、
表
2
に

あ
る
一
〇
の
家
計
類
型
毎
に
人
口
比
係
数
を
か
け
て
算
出
し
て
い
る
）。
食
品
の
市
内
産
品
購
入
率
は
七
・
四
％
、
固
定
費
で
も
一
〇
％
で
、
合

計
で
七
・
五
％
し
か
市
内
産
品
を
買
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
せ
っ
か
く
二
〇
〇
億
円
近
く
消
費
し
て
も
九
割
以
上
の
貨
幣
が
、

消
費
と
同
時
に
域
外
流
失
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
を
踏
ま
え
た
未
来
に
向
け
た
提
案
と
し
て
、
先
述
し
た
よ
う
に
市
内
調
達
率
が
一
〇
％
上
が
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
を
計
算
し
て
み

た
の
が
表
４
Ｃ
で
あ
る
。
食
料
品
分
野
で
家
計
の
市
内
調
達
率
が
一
割
増
加
す
れ
ば
七
六
人
の
雇
用
が
生
ま
れ
る
。
医
療
関
係
だ
と

一
〇
％
増
加
す
れ
ば
三
三
人
、
趣
味
等
で
も
三
四
人
、
固
定
費
で
は
五
八
人
と
、
ト
ー
タ
ル
で
二
〇
七
人
分
の
雇
用
を
生
み
出
せ
る
と
試

算
で
き
る
。
い
ま
地
方
都
市
で
は
二
〇
〇
人
規
模
の
企
業
誘
致
は
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
域
内
調
達
率
を
一
割
上
げ
る
こ
と
は
、
現

実
的
で
達
成
可
能
な
政
策
目
標
た
り
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

４ 

ま
と
め
に
か
え
て

本
家
計
調
査
に
よ
り
、
注
目
す
べ
き
加
工
食
品
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
な
ど
、
六
次
産
業
化
政
策
へ
の
示
唆
も
得
ら
れ
た
が
、
何
よ
り
も
市
内

家
計
消
費
の
九
割
以
上
が
域
外
に
漏
出
し
て
い
る
と
い
う
結
果
は
改
め
て
衝
撃
的
で
あ
る
。地
方
経
済
が
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る
一
因
が
、

こ
の
点
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
奥
州
市
に
限
ら
ず
、
多
く
の
地
方
都
市
に
こ
の
よ
う
な
構
造
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
域
内
循
環
を

意
識
す
る
だ
け
で
、
豊
か
さ
の
実
感
の
改
善
が
は
か
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
調
査
に
協
力
下
さ
っ
た
奥
州
市
民
な
ど
関
係
者
向
け
に
、
二
〇
一
八
年
六
月
二
九
日
に
奥
州
市
役
所
江
刺
支
所
に
て
報
告
会
も
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四

表4　今回の家計調査結果
A　�家計消費総括表（家計簿票・世帯員票・耐久消費財票・固定的支出票の合計）78世帯分・

1ヶ月あたり
総額 市内資本店 率 県内資本店 率 市内産品購入 率

食品 ¥3,937,373 ¥689,757 16.9% ¥1,708,365 46.1% ¥375,524 10.0%
燃料 ¥852,093 ¥273,898 31.7% ¥108,332 12.8% ¥0 0.0%

消耗品 ¥1,488,262 ¥149,372 10.8% ¥234,845 16.2% ¥78,568 5.7%
耐久財 ¥1,428,085 ¥691,760 48.4% ¥270,000 18.9% ¥165,207 11.6%
医療等 ¥638,561 ¥469,301 73.5% ¥102,050 16.0% ¥91,983 14.4%
趣味等 ¥2,281,893 ¥468,044 20.5% ¥559,743 24.5% - -
固定費 ¥10,224,679 ¥2,196,453 21.5% ¥2,388,317 23.4% ¥1,020,548 10.0%

計 ¥20,850,946 ¥4,938,585 23.7% ¥5,371,652 25.8% ¥1,020,548 4.9%

＊「趣味等」については市内産品か判断できる情報を尋ねていないため、空欄としている。

B　上表を奥州市41726世帯（h27国勢調査）分に増幅した表・1ヶ月あたり
総額 市内資本店 率 県内資本店 率 市内産品購入 率

食品 ¥1,981,188,527 ¥415,104,967 21.0% ¥866,735,814 43.7% ¥146,705,964 7.4%
燃料 ¥415,967,645 ¥203,451,838 48.9% ¥40,880,677 9.8% ¥0 0.0%

消耗品 ¥746,360,000 ¥98,400,619 13.2% ¥118,714,173 15.9% ¥34,228,130 4.6%
耐久財 ¥763,952,240 ¥370,056,125 48.4% ¥144,436,154 18.9% ¥88,377,273 11.6%
医療等 ¥292,197,940 ¥211,960,905 72.5% ¥52,916,228 18.1% ¥42,392,181 14.5%
趣味等 ¥1,759,601,436 ¥349,421,585 19.9% ¥654,245,901 37.2% - -
固定費 ¥5,469,678,923 ¥1,174,989,717 21.5% ¥1,277,627,118 23.4% ¥545,940,844 10.0%

計 ¥11,428,946,711 ¥2,823,385,757 24.7% ¥3,155,556,065 27.6% ¥857,644,392 7.5%

＊�10の家計類型ごとに平均値を積み上げて算出しており、単純にA表を41726/78倍した数字では
ない（耐久財・固定費を除く）。

＊�交換経済（贈答・お裾分け）分は除外して計算している。これを加味すれば食料市内調達率は
最大17%程度と推計される。

C　B表から全カテゴリーについて市内調達率が10%増加した場合
総額 市内産品購入 率 波及市内総生産額 雇用者誘発量（人）

食品 ¥1,981,188,527 ¥344,726,804 17.4% ¥238,684,410 76
燃料 ¥415,967,645 ¥41,596,765 10.0% ¥48,252,678 8

消耗品 ¥746,360,000 ¥108,968,560 14.6% ¥33,177,668 0
耐久財 ¥835,339,968 ¥180,433,433 21.6% ¥35,815,678 0
医療等 ¥292,197,940 ¥71,588,495 24.5% ¥62,243,793 33
趣味等 ¥1,759,601,436 ¥526,120,829 29.9% ¥380,811,829 34
固定費 ¥6,771,983,428 ¥1,354,396,686 20.0% ¥1,024,919,258 58

計 ¥12,802,638,944 ¥2,627,831,572 20.5% ¥1,823,905,314 209

出所：筆者作成。
＊「趣味等」については便宜的に市内資本店購入額をそのまま市内産品購入に代入して算出した。
＊波及市内総生産額および雇用者誘発量は、岩手県産業連関表経済波及効果簡易分析ツール
 （http://www.pref.iwate.jp/toukei/toukei/044488.html）によって算出した。



一
五

家
計
調
査
か
ら
展
望
す
る
域
内
経
済
循
環
（
中
澤
）

実
施
し
、
四
〇
名
ほ
ど
の
来
場
者
を
得
た
。
そ
の
概
略
は
図
4
に
あ
る
よ
う
に
奥
州
市
広
報
（
二
〇
一
八
年
八
月
号
）
に
も
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
筆
者
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
報
告
会
を
通
じ
て
市
民
の
意
識
改
革
を
は
か
る
だ
け
で
は
な
く
、
Ｊ
Ａ
な
ど
の
事
業
者
と
も
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
市
民
が
気
軽
に
地
域
産
品
を
消
費
で
き
る
よ
う
な
経
済
構
造
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
長
期
的
に
目
指
し
て

い
き
た
い
。
今
後
と
も
関
係
各
位
の
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

以
上
の
研
究
計
画
を
理
解
し
研
究
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
「
ほ
く
と
う
総
研
」
と
奥
州
市
政
策
企
画
課
、
ま
た
調
査

に
協
力
い
た
だ
い
た
奥
州
市
民
お
よ
び
関
係
各
位
に
改
め
て
謝
意
を
表
す
る
。
煩
雑
な
入
力
作
業
等
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
引
き
受
け
て
く
れ

た
佐
伯
秋
音
さ
ん
（
二
〇
一
七
年
度
中
澤
ゼ
ミ
四
年
生
）
に
も
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　
　

付　

記

本
稿
は
、
中
央
大
学
特
別
研
究
費
（
二
〇
一
七
年
度
）「『
ま
ち
づ
く
り
』
の
経
済
社
会
学
：
運
動
論
的
分
析
と
地
域
循
環
経
済
の
実
証
」
に
よ
る
研
究

成
果
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
の
前
半
部
分
は
地
域
社
会
学
会
大
会
（
秋
田
県
立
大
学
）
第
四
二
回
大
会
に
お
け
る
筆
者
の
自
由
報
告
「
域
内
循
環
の
経
済

社
会
学
か
ら
展
望
す
る
ま
ち
づ
く
り
：
岩
手
県
奥
州
市
・
食
の
六
次
産
業
化
の
課
題
」（
二
〇
一
七
年
五
月
一
三
日
）
を
大
幅
に
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
）
宮
崎
市
が
作
成
し
た
も
の
を
、
二
〇
一
五
年
時
点
で
筆
者
が
同
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
も
の
。
た
だ
し
二
〇
一
八
年
現
在
、

こ
の
文
書
はw

eb

上
に
は
存
在
し
な
い
模
様
で
あ
る
。

（
2
）http

://w
w

w
.pluggingtheleaks.org/

（
3
）
地
方
創
生
政
策
の
一
環
と
し
て
開
発
さ
れ
た
国
のRESA

S

（Regional Econom
y Society A

nalyzing System

）
の
う
ち
、
第
二
期
開
発

と
し
て
環
境
省
が
平
成
二
七
年
に
発
表
し
た「
地
域
経
済
循
環
分
析
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、全
市
町
村
に
つ
い
て
産
業
連
関
表
を
作
成
し
て
い
る
。

参
照: 「『
地
域
経
済
循
環
分
析
用
デ
ー
タ
』
の
提
供
開
始
に
つ
い
て
」http

://w
w

w
.env.go.jp/press/files/jp/28652.pdf

（
4
）https://w

w
w

.city.oshu.iw
ate.jp/dow

nload.rbz?cm
d=50&

cd=5321&
tg=6&

inline=1

（
5
）
捕
捉
率
が
二
割
程
度
と
判
断
で
き
る
理
由
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
図
2
か
ら
分
か
る
よ
う
に
岩
手
県
南
（
平
成
一
七
年
時
点
の
総
人
口
約
五
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六

図4　奥州市広報に掲載された本家計調査報告会の様子

出所：奥州市広報 2018 年 8 月号、4頁。



一
七

家
計
調
査
か
ら
展
望
す
る
域
内
経
済
循
環
（
中
澤
）

二
万
）
全
体
で
、
住
民
消
費
額
は
九
五
〇
〇
億
円
。
奥
州
市
は
そ
の
二
三
％
の
人
口
を
抱
え
る
の
で
、
住
民
の
推
定
年
間
消
費
額
は
約
二
一
八
五

億
円
と
な
る
。
一
方
、
八
世
帯
分
の
家
計
三
ヶ
月
の
消
費
額
合
計
は
三
五
〇
万
円
弱
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
そ
の
う
ち
市
内
資
本
店
で
の
購
入
額

は
三
二
万
円
程
度
、
市
内
製
造
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
と
な
る
と
消
費
総
額
の
七
％
の
二
五
万
円
強
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
ヶ
月
分
の
集
計
結
果
に

四
を
か
け
て
一
年
分
と
し
（
季
節
変
動
は
無
視
）、
更
に
奥
州
市
の
世
帯
数
四
万
四
八
七
五
を
考
慮
し
て
五
五
〇
〇
を
か
け
た
数
字
の
「
四
九
〇

億
円
」が
、プ
レ
調
査
デ
ー
タ
か
ら
論
理
的
に
足
し
上
げ
ら
れ
る
市
内
年
間
家
計
消
費
額
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
四
九
〇
／
二
一
八
五=

二
二
・
四
％

と
な
り
、
ご
く
粗
い
推
計
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
が
捕
捉
率
と
言
え
る
。

（
6
）
総
務
省
の
調
査
票
は　

http
://w

w
w

.stat.go.jp/data/zensho/2014/pdf/setai.pdf　

に
示
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）
「
消
費
実
態
調
査
」
で
使
用
さ
れ
た
「
耐
久
財
等
調
査
票
」
は　

http
://w

w
w

.stat.go.jp/data/zensho/2014/pdf/taikyu.pdf　

に
示
さ

れ
て
い
る
。

（
8
）http

://w
w

w
.stat.go.jp/data/zensho/2014/pdf/kakeiboc.pdf　

に
示
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）
オ
ン
ラ
イ
ン
入
力
フ
ォ
ー
ム
はperl

及
びM

ySQ
L

を
利
用
し
て
設
計
し
（
業
者
に
委
託
し
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
て
も
ら
っ
た
）、
商
用
レ
ン

タ
ル
サ
ー
バ
上
に
置
い
た
。
奥
州
市
当
局
と
の
間
で
「
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
ポ
リ
シ
ー
」
を
締
結
し
た
上
で
実
運
用
し
た
。

（
10
）http

://w
w

w
3.pref.iw

ate.jp/w
ebdb/view

/outside/s14T
okei/bnyaBtK

ekka.htm
l?C=B0303&

R=I015
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